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CA65と診断された 1 0症例のうち､早期肝細胞癌にもかかわらず姑息治療として T Eだけを施行
された 43症例を対象とした｡結果は局所再発率としては 3ケ月 6ケ月 12ケ月の局所再発率は 
43.8.28.%､2 %､3 %であった｡局所再発のリスクファク
ターとしてはリビオ ドー ルの沈着有無と腫癌マーカーの 1つであるDCPの増減があげられ､ま
た異所再発のリスクファクターとしては多発腫癌があげられた｡これらの結果から､早期肝細胞
%､3386.1 18..4%､6 %､異所再発率は 
CA癌の標準治療逸脱症例に対して､姑息治療としての T E治療を選択する上での新たな指標が示
されたO









結果､3か月､6か月､12か月の局所再発はそれぞれ 1 %､33 %､6 %で､
であった｡局所再発のリスクファクターとしてはリビオ ドー ルの沈着の有無と腫疾
PCマーカーのひとつである D の増減があり､異所性再発としては多発腫疾が認めら
れた｡
実験の目的､手抜､結果とその解釈とも適切になされており､早期肝癌治療に
関する重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO
